
 

 

 

 

 

 

令和 5 年度 

 

神戸リハビリテーション衛生専門学校 

 

教育課程編成委員会 報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省・専修学校における学校評価ガイドライン 準拠 

 

学校法人スミレ・アカデミー 

 

 



 令和 5 年度の教育課程編成委員会は、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価

ガイドライン」に沿って「教育課程」について、当校に関係の深い 12 名の委員（委員名

簿）に編成について評価していただいた。 

 委員には、学校運営状況・教育課程をまとめた資料を配布し、教育課程編成について説明

した上で意見等を聴取した。 

 

１． 教育課程編成委員会 委員 

 

氏 名 所  属 選出区分 任期 

下田 修司 神戸市老人福祉施設連盟 評議員 (1) 1 年 

大沼 俊博 関西理学療法学会 理事 (2) 1 年 

峯田 大輔 医療法人社団緑双会峯デンタルオフィス 理事長 (3) 1 年 

藤原 聡 北須磨病院臨床技術部 部長 (3) 1 年 

戎 智史 名谷病院リハビリテーション科 主任 (3) 1 年 

安井 翔一 伊川谷病院リハビリテーション科 科長 (3) 1 年 

松本 優希  介護老人保健施設すみれ苑 主任 (3) 1 年 

木原 良輔 田辺中央病院リハビリテーション科 主任 (3) 1 年 

中森 友啓 榊原白鳳病院リハビリテーション科 主任 (3) 1 年 

御宮知 常喜 服部記念病院リハビリテーション科 主任 (3) 1 年 

嘉戸 直樹 神戸リハビリテーション衛生専門学校 校長・学科長  1 年 

徳山 貴子 神戸リハビリテーション衛生専門学校 学科長  1 年 

 

２． 日時・場所 

 

第 1 回：令和 5 年 9 月 28 日（木）18 時 00 分～19 時 00 分 

第 2 回：令和 6 年 3 月 28 日（木）18 時 00 分～19 時 00 分 

神戸リハビリテーション衛生専門学校 会議室（Zoom を利用して各所属先から参加） 

 

３．委員会次第 

 

  第 1 回 委員会次第 

(1) 開会･学校長挨拶 

(2) 令和 5 年度 教育課程編成委員会の概要説明 

(3) 令和 5 年度 教育課程改善方策について 

(4) 意見交換 

(5) 次回の議事内容及び日程等 

 

   第 2 回 委員会次第 



(1) 開会・学校長挨拶 

(2) 令和 5 年度 教育課程改善報告 

(3) 質疑応答 

(4) 令和 6 年度 教育課程編成についての提言 

(5) 次回の議事内容及び日程等 

 

４．議事報告 

 

(1) 令和 5 年度 教育課程改善報告 

① 理学療法学科 

・COVID-19 の影響により臨床実習を学内演習にて読み替えた学校があるなか、医療

法人が母体であることを活かし、臨床実習は全て施設にて実施することができてい

る。 

・個人情報保護、予防や健康増進、介護保険領域について、適切に指導するために必

要な時間が確保されている。 

・新卒の国家試験合格率は 100％であったが、進級率が低いので対策が必要である。 

② 歯科衛生学科 

・個々のレベルに応じた手厚いフォローができている。 

・実技科目では、学習を効果的に進めるためにデジタルマイクロスコープを使用した

拡大視野下での技術習得実習を展開している。 

      

(2) 令和 6 年度 教育課程改善方針 

① 理学療法学科 

・入学後に進路変更する学生が多い。入学前後でのイメージの差を埋めるためにも、

見学など入学希望者が臨床に触れる機会を設けてはどうか。 

・理学療法士にとって動作分析は必須である。この動作分析が学べるのは本校の強み

だと思うので、この方針を継続して内容をさらに充実させてほしい。 

    ② 歯科衛生学科 

・完成年度へ向けて、引き続き指定規則及びガイドラインに沿った教育を行ってほし

い。 

 

                                  以 上 


